
首都直下地震道路啓開計画改訂の方針（案） 資料－４

２．事前の備え
2‐2 被害想定

各道路管理者の被災想定および資材の確保状況を追加記載
2‐3 啓開候補路線

都道の啓開候補路線（目白通り・外堀通り）について、東京都による八方向作戦の補完である旨を明記
関係機関（自衛隊・消防・警察の応援部隊）の進出拠点の明示（一覧・図示）等

2‐4 タイムラインの作成
各関係機関と調整しつつ追加記載

2‐6 訓練の実施
車両移動の研究・開発状況の反映、訓練による検証結果を追加記載
写真等の更新

2‐7 事前広報の実施
各機関の広報状況（イメージ：大地震に備えるP18など）を追加記載

３．発災後の対応
3‐4啓開の実施

啓開の手順（図 37 首都直下地震における啓開のイメージ）について、八方向作戦（優先啓開ルート啓開）
から個別路線啓開の啓開部隊を増員し、個別路線の啓開をスピードアップさせる旨を強調し明記

４．今後の課題
・通信手段の多重化、情報発信の検討状況（具体事例）を反映
・実動訓練による習熟・連携確保状況の反映
・車両移動に関する研究・開発状況の反映
・早期に体制確保するための工夫等を反映

調整中


